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1.　本研究は布にかびが生育すると，日数の経過する

につれて強力は次第に低下する。

この原因はかびの分泌する酵素，有機酸等の分泌物に

よるものといわれているが，更にこれを追求する目的の

もとに行なったものである。

2.　試料には天然繊維，化学繊維など12種 を用いた。

培養液はCzapek 液の変法を用い，Aspergillus  ory，

zae， Aspergillus niger, Penicillium Ｑ 176 の３種の

かびを使用した。

上記培養液に布を浸漬した後，それぞれのかびを接種

し,   30° C にて20日間放置し変化を測定した。

3.　その結果,   1）毛，絹のたん白繊維はいずれのか

びの場合にも著しく黄褐変した。ナイロンも多少その傾



向がみられた。他の繊維には殆んど変化はなかった。

｀2） 強力については，布に直接かびを接種した場合ほ

どの低下はみられなかった。この原因は，培養日数が少

ないこと，液中のために酸素が存在しないこと，培養液

の液量を多くしたために酵素，有機酸など稀釈されたこ

となどによると思われる。

合成繊維は吸水性が乏しいので，その影響が少ないも

のと考えられる。

3） その他有機酸，酵素などの影響についても報告す
る。
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